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輩者は1960年以来施肥攻薄D資料に供する目的で､主

賓農解物D施肥慣行調査を棟けてvlる｡今までにようや

く南 ･中部地区をおえたばかりで 卜分な資料を持ち合せ

ているわけで溝なvlが､このような資料をまとめるには

相当な才月を要するものであり､それからで;ま遅すぎる

とV,う感じがしたDで頻 りあえず調査D結果から全琉的

に共通するだろうL思われる2,3の諸点について所見を

まとめてみた｡

農家D知識として幾分でも役立てば事であるo

X 施 肥 基 準 量 を

よ く 知 っ て お く こ と

農家が科学的に施肥最を決定する場合､大切なよりど

ころとなるものには､政府経済局が定めた施肥基準があ

る｡施肥基準は各笹の試験成績や多くの調査資料を検討

し､更に農家D実皆を勘案して地域別､作物別に借られ

たものである｡第1表は 主要解物別の施肥基準量を三要

素成分に換算して算出したものであるが潜行調査D結果

からみると､どうもこの施肥基準最が勘案されていない

第 1喜表 施 肥 基 準

金 肥 成 分 (kq)

N 1 p K1プ胡作2期 作

ているとするならばいつまでたっても収椎LL'(をあげるこ

とはtLl.来なvl.これからの怨塚はこの茶唯 :/EC.素見を参

考にして自分D田や桐にあT)ような胤jUftl(D決在か必管

であり､これを実行に移すにはよく施肥基準環を札tって

浅rくことが肝嬰である｡

※ 施 肥 圭 の現 状

伸純南部地区10力付､延445戸の農J#を調奄した結果､

第2袈D通りとなっている｡

第2表をよくみると次7)ことがわかる｡

a 各膵物とも仝施肥量D-I-.要素成分が施肥其華Dそ

れ紅燈べてどの要素でも低くな,JてV,る｡特に燐酸､加

里の施用過が少ないために各借物か三要素鼠か7ソバラ

/スとなって>､る｡

b 甘煮､大豆に対する施肥_iii･は特に少なvlo

c 堆厩肥の施用最が非常に少なく､茶牽最D約50,OOF

程度である｡

d 金肥は基準境よりも割合多く施用されているD

成 分 表 (反 当 )

全 プ瓶 月巴成 /J}B'(kE)
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参 考

経済FTJ殿務課 1957年 度

殿 三粧1'(:iiヨ 12号 よ り辞出

1961年輩 上設務瓢 肥料便覧より

罪 出

1954年 巾火儲 洞所光 務功桜 より

ぢ芋出

備 考 1. 本表の金肥成分はltl学∴肥料成分のみで､木灰､水肥を含まない｡

2. 全施肥成分藍は､金肥､堆厩肥､緑肥､水肥､草木灰､その他全施肥frlに含まれる成分のイ今計で

ある｡

3. 堆喋肥､緑肥の成分はすべて N-0.5%､p-0.2%､K-0.5%として換印した｡

(2)



第2表 南 部 地 区 慣 行 調 査 施 肥 重 平 均 (反当)
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u;J考 ( )内の数値は第1表各作物月日施肥基準中の三要素量と調査 した施肥三要素畳との百分比を表わす｡

以 Lの争乱点は南部地区ばかりでなく全琉的にV,える

傾向だと思うので､その改;r年.･策を棉じてV,かねばならな

いと考えるo

※ 改 善 策

(1) 施肥基準以上に多く肥料が使えるような

農 家にな ってもらいたいこと

施肥基準は農J#指導上の一つのIF段であって絶対では

ありません.従ってより多くの収艦尾をあげるためには

基準J鼓よりもつと多くの施胴鼠が必啓となる.物質不滅

の法則がある限り､僅かの施肥是でた くさんの収穫物を

あげようなどと考えるのはもう時代お くれの農家とV,め

ねばならなvlo特に琉球かように朝地が狭 く高度の集約

農業が要詣されるところでは田や畑の中に自然に含まれ

て くる養分だけで作物を作った 日には農壕がE7十 Lにな

る｡そこで今後は安い肥料を沢山つかって反収をふやす

ようなより進歩･した農 嶺にな ってもらV,たV,ものであ

る｡

それてはIjk肥E丘を増す ことによってどれ位の収量をあ

けることが.'t',来るか1､2例をあげてみようO

(3)

例 1 1960年米作沖純一の施肥壬

(大 城 主 政 )

反当玄米収量 4石 3斗4升 1合 9勺

堆肥反当施用塁 1金肥反当施用塁
3,530kg くみあい水調 40kg

l

u)ol(2占90

N

二㌧-冊./h.I,::∴

備考 堆肥成分量は N-0.5% p-0.2%K-0.5%と

し金肥成分量 (水調)は N-10% p-7%

R-5%として算出 した｡

例 2 1952年米作日本一の施肥量

(大 川 幕 別 )

反当玄米収量 6石 1斗 3升

上底肥反当機府豆 金肥反当施用塵~ 会場肥成分星

18:8!~∴∴~ ‥‥∴‥_
備考 この資掛は日召和35年榎木五1萎著 施肥と栽LS･

の七原則より取材 した｡



ところで､むやみやたらに肥料をた くさん施用したか

らといってそんなに収塩があがるものではないOそこに

は報酬漸減の法則か働V,てお り､また土壌､気候改び借

物'l-9･:D自然的条件や肥料､農産物の価格及び経営プブ針等

の社会的条件を考慮した施肥是の決定か要請されるのは

さ''f然である｡

(2) 三要素のバランスをはかるよう施肥しよう

人間の給食に栄養素の比率を考えるように肥料の施伺

jaでも-:.質素Dバランスを考えてやらねばならなvlo

第3表､第4表は施肥基準と調査結果からつ くった二要素

の比率を表わしてV,るが､ よく｣較べると､第4;-R･の比率

は第3束Dような比率になっていないo

第3表 全施肥成分量と上ヒ率
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第4義 金施肥成分王と比率

(調査結果ご表より)
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このように比率に均衡を欠い丁こ理由は ･

a) 賛素 の多V,複合肥料が無計画に沢山櫨開されて

V,ることo

例えば､甘燕BIL.合1号 (12-6-3)や同3号 (131-6

-3)がEr薦はかりでなく他の借物にも亀川されている｡

b) 珊肥や縁肥の施用絹か少ないこと,

)肥料の胞卿よ自給肥料を主とし､脈,-JiIjMt汀は補助とし

て施すのか靖則であるか､詞杏結果からみるとそれか逆

になってV,る｡

C) 草木灰が施桐されてV,ないことO

戦前は灰溜糟を造ってかまI火かたくさん集められた｡

現在では殆んど草木rjくか施用されていない状肇である｡

以1-の輝由か考えられるが､嘆は窒素含ifltの多い複合

肥料を使FFJした場合:ま､単肥で燐酸､加B7･.を補給するか

叉は推厩肥や草木灰を事前に施用するようにして常に∴

密索のバランスを調節するj'_夫が最も大UJであるO

燐酸､加盟の施用真か少なV,現状の施開法では､Liebig

が捉唱した最小養分率に従って大切な雫素の効果¥)おと

してしまうことになる｡

(3 ) 施,巴回数時期を考えよう｡

施肥D回数及びその時期は借物茂びIJ岬 LCD締粁その他

種 の々環境によって差のあることは当然であるが､原則

的には施肥基華に牽じて行なわれるほうか小難である,

調査結果からみると､廿庶以外は倉確的に施用されてい

るとは思われなV,実状である｡

例えば 水稲1期借におV,ては元肥の外に21如朗巴を行

なうように奨励されているが仝施肥最751.fllり合多V,のにも

かかわらず 第1回追肥の樽,u:37に全量を施しているものが

78戸のうち23戸で約30,%となっている｡

気候が温暖で台風の多い琉球では特に各作物に苅する

施肥回数や時期を考えて施肥をすることが大切である｡

以上 調査結果から感じた2,3の所見を述べてみたが,

零は各農L#が普及員とよく柑超して百分の田佃に過する

施肥設計を樹立し進歩した農業を実施してもらV,たV,と

念願するからである｡ (比 兼 備 吉)


